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「トマトやピーマンが早く収
穫してくれって言っているよう
で、休む暇がないんですよ」
と笑顔で話す原口一和夫さん、
多喜子さんご夫妻（赤井川村）。
東京都内で働いていたお２人
は、平成24年に就農。村の景
観が大好きなお二人は、特別
栽培の真っ赤なピーマンの収
穫作業に追われていた。
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